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P2 住民の手による
地区づくり

P4 三島小学校に最高賞
(よい歯の学校表彰)

P6 先進地視察調査報告
岩手県遠野市

P8 三島小学校運動会
P10 町の話題
P12 連載 ｢心ある医療｣
P16 連載 ｢三島人｣

Photo/桐の花とＳＬ会津只見新緑号（ 5月24日 宮下地区）



力を合わせて地域に元気を
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早
戸
温
泉
や
神
々
の
道

地
区
の
宝
を
守
り
育
て
る

　

早
戸
地
区
で
は
、
住
民
の
方
々

に
よ
る
独
自
の
地
区
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
か
ら
親
し

ま
れ
て
き
た
早
戸
温
泉
や
、石
仏
・

石
塔
な
ど
が
点
在
す
る
「
神
々
の

道
」
な
ど
の
地
区
の
宝
を
守
り
な

が
ら
、
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
散
策
コ
ー
ス
や
連
絡
道
の
整

備
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
基

礎
づ
く
り
と
し
て
、
只
見
川
の
河

畔
を
歩
く
「
川
霧
さ
く
ら
遊
歩
道
」

を
整
備
し
、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
り
花
植
え
や
草
刈
り
な
ど

の
維
持
管
理
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

五
月
十
五
日
に
は
、住
民
の
方
々

十
五
名
と
役
場
職
員
四
名
が
参
加

し
て
、
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
の

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
早
戸
地
区

と
し
て
福
島
県
地
域
づ
く
り
総
合

支
援
事
業
の
補
助
を
申
請
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

町
内
で
も
高
齢
化
の
著
し
い
早

戸
地
区
。
し
か
し
、
住
民
の
皆
さ

ん
は
未
来
を
見
据
え
、
少
し
ず
つ

自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
実
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
協
力
を
惜
し
ま

な
い
一
人
一
人
の
意
識
の
高
さ
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。
地
区
の
宝
を
守

り
育
て
る
早
戸
地
区
の
取
り
組
み

は
、
ま
さ
に
「
住
民
自
治
」
の
精

神
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地区の図面を見ながら遊歩道の整備などについて話し合う早戸地区の皆さん（ 5月15日　早戸生活改善センター）

住民の手による地区づくり
早戸地区の取り組み

　 5月15日に行われた早戸の地
区づくりの話し合いでは、早戸
温泉に訪れる人々の交流を図る
ために遊歩道を延長し、「神々
の道」へと通じる散策コースを
整備することなどが提案されま
した。地形や危険箇所など、難
しい点もありますが、まずは全
体計画を作り、整備を検討して
いくことになりました。

　早戸地区には、地蔵様・観
音様・稲荷様・愛宕様・天神
様・水神様など30余りの石仏
等が点在する「神々の道」が
あり、日常の暮らしの中の豊
かな精神性と感謝の心を今に
伝えています。この「神々の
道」を後世に伝え、多くの人
に訪れていただくために、安
心して歩ける遊歩道の整備が
検討されています。（写真は
昨年11月に撮影）

　「川霧さくら遊歩道」は早戸温泉つるの湯企業
組合の方々が中心となって整備されたもので、道
にはウッドチップが敷き詰められ、只見川の自然
風景を眺めながら散策でき、春には沿道の桜が咲
きます。住民ボランティアグループの皆さんに
よって、遊歩道周辺の草刈りや花植え等の維持管
理作業が行われています。今後は遊歩道をさらに
延長し、温泉客や地域の方々が楽しめる散策コー
スを整備できないか検討中です。

役場担当者と打合せをする早戸区長の目黒卓男さん（右）

町では地区づくりを応援します
お気軽にご相談ください

　早戸地区では、今後の地区づくりの全体計画
の策定や散策コース等の整備を進めるため、 4
月25日発行の町のお知らせ版で募集しました
「福島県地域づくり総合支援事業」の補助を申
請することになり、住民の皆さんの話し合いや
役場担当者との打合せ等を行っています。この
補助事業は、福島県が元気で賑わいのある地域
づくりを目指す行政区等が行う取り組みを支援
するものです。
　この補助事業に限らず、町では地区住民の皆
さんの話し合いに参加して情報提供を行うな
ど、皆さんの豊かで楽しい暮らしを実現するた
めに、地区づくりを応援していきます。どうぞ
お気軽にご相談ください。
問 役場 総務課 企画財政係 ℡４８－５５１５



Topics Topics

　町民センターの入口
に新型の自動ドアが設
置されました。電気の
いらない自動ドア「Auto 
Door ゼロ」です。引き
戸には桐材を使用して
います。踏み台に上が
るとドアが開き、立ち
止まっても挟まれる心
配がありません。この
自動ドアは、会津桐の
活用を目指す企業で、
三島町に工場がある㈱
有紀が製作したもので
す。

三島町地域防災計画
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よ
い
歯
の
学
校
表
彰
（
福
島
県

学
校
歯
科
保
健
優
良
校
表
彰
）で
、

三
島
小
学
校
が
最
高
賞
の
特
別
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。
三
島
小
学

校
は
、
平
成
八
年
に
文
部
大
臣
賞
、

平
成
十
九
年
に
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、
二
度
の
日
本

一
に
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び

の
特
別
表
彰
は
、
県
内
で
の
平
成

六
年
か
ら
の
連
続
受
賞
（
栄
誉
賞

一
回
、
最
優
秀
賞
三
回
、
優
秀
賞

九
回
、
努
力
賞
一
回
）
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

三
島
小
学
校
の
歯
科
保
健
活
動

に
長
年
貢
献
さ
れ
て
き
た
学
校
歯

科
医
の
栗
城
昭
吉
先
生
は
、

「
歴
代
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ

り
、
歯
の
健
康
を
通
し
て
豊
か
な

心
を
育
む
こ
と
を
目
標
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
で
成
し

遂
げ
た
成
果
で
あ
り
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。」

と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
よ
い
歯

の
学
校
の
活
動
は
、
三
島
小
学
校

の
伝
統
と
な
り
、
着
実
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

三
島
小
学
校
に
最
高
賞

よい歯の学校表彰
（第52回福島県学校歯科保健優良校表彰）

昼食後、自分の鏡を持って口の中を見ながら歯みがきする児童の皆さん。

　 5月 3日・4日、第 6回全国カタクリサミットinみしまが開催され、 3日は交流センター山びこで講演
会とパネルディスカッション、4日はカタクリが群生する「大林ふるさとの山」で見学会が行われました。
　このサミットは、全国のカタクリ群生地をめぐり
ながら自然環境について考え、交流を深めるもので
す。講師には、カタクリ研究の第一人者である河野
昭一京都大学名誉教授を迎え、パネラーとして俳人
の榎本好宏さん、地元から角田伊一さん（川井）、小
柴ヨシノさん（西方）、佐藤美智子さん（宮下）が参
加して、カタクリが群生する自然のすばらしさ、大
切さについて話し合われました。また、「大林ふる
さとの山」を管理している西方共有財産管理会長の
二瓶一男さんは、あいさつの中で「下刈り等の管理
を行い、カタクリの群生が広がって注目されるよう
になり、地元でも元気づけられています。」と話さ
れました。

カタクリが群生する自然を守ろう
「第 6回全国カタクリサミット in みしま」

カタクリについて理解を深めた全国カタクリサミット
（ 5月 3日　交流センター山びこ）

【第 1回】
　災害に対応するために「三島町地域防災計画」
が策定されています。今回はその概要をお知らせ
します。
○計画の目的
三島町地域防災計画は、社会や住民、事業所の
皆さんの生命・身体・財産を災害から守るため、
すなわち「災害に強い三島町」を実現するため、
町・防災関係機関・住民・事業所の皆さんが果
たすべき責務と役割を定めています。つまり、
三島町とかかわりのある人・組織すべてに関係
がある計画です。
○計画の策定
三島町地域防災計画は、三島町防災会議が作成
しています。
三島町防災会議の概要
会長：三島町長
委員：21名（参加機関は以下のとおりです）
郡山国道事務所・阿賀川河川事務所・福島県総
務部・福島県土木部・福島県病院局・会津坂下
警察署・会津坂下消防署・三島町消防団・宮下
郵便局・東北電力㈱宮下サービスセンター・会
津みどり農業協同組合・三島町商工会
○三島町で被害が予想される災害の概要
①地震　名称：会津盆地西縁断層帯地震

規模：マグニチュード7. 0
震度：最大で 6強

②風水害・土砂災害
三島町では、只見川・大谷川・滝谷川が集落
沿いに流れている地区があり、豪雨等の影響
を受け、河川の増水による浸水やがけ崩れ・
裏山の崩壊等の恐れがあります。
③雪害
町及び各防災関係機関では、平成18年の豪雪
をうけ、停電や断水等の対策を進めています。
住民の皆さんは、屋根の雪下ろし作業での事
故等には十分に注意してください。

○計画の構成（計画編）
第 1章　総則
第 2章　災害予防計画
第 3章　災害普及応急対策計画
第 4章　災害復旧計画
第 5章　震災対策計画
（そのほか資料編があります。）

※今後、「三島町地域防災計画」の詳しい内容につ
いて掲載していく予定です。

問 役場 総務課 総務係　℡ ４８－５５１１

町民センター入口に設置され
た桐製の自動ドア

町民センターに桐製の新型自動ドア設置

三島町議会の構成が決まりました
議　　長 角　田　伊　一
副 議 長 五十嵐　忠　義
総務文教常任委員会
委 員 長 五十嵐　乃里枝
副委員長 齋　藤　史　朗
委　　員 小柴　修一・角田　伊一
産業厚生常任委員会
委 員 長 海老名　　　健
副委員長 中　村　秀　臣
委　　員 栗城　徳光・五十嵐忠義
議会運営委員会
委 員 長 齋　藤　史　朗
副委員長 海老名　　　健

委　　員 小柴　修一・五十嵐乃里枝
五十嵐忠義

会津若松地方広域市町
村圏整備組合議会議員 栗　城　徳　光

三 島 町 監 査 委 員 中　村　秀　臣

町監査委員に委嘱される
中村秀臣議員



岩手県遠野市
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遠野市の概要

三 島 町 役 場
若 手 職 員

岩
手
県
遠
野
市

先
進
地
視
察
調
査
報
告
②

　昨年度、今後の町づく
りに活かすため、役場の
若手職員13名が 3グルー
プに分かれて、徳島県上
勝町、岩手県遠野市、長
野県下條村の視察調査を
実施しました。若手職員
たちにとって初めての視
察調査。各地の先進的な
町づくりに大きな刺激を
受け、様々な発見をして
きました。今回は、岩手
県遠野市の視察調査報告
です。

○人　　口　　31, 402人
○世 帯 数　　10, 142世帯
○高齢化率　　32. 2％
○面　　積　　825. 62㎢
○位　　置　　盛岡市から70㎞

東京から530㎞

地域の様々な情報チラシが掲示されている道の駅「遠野風の
丘」のインフォメーション。道の駅の従業員が、丁寧に説明
してくれる。

宿泊した農家民宿「MILK INN 江川」は、年間100人程の宿
泊客を受け入れている。地元料理のほか「どぶろく」を味わ
うことができ、全国で最初のどぶろく工場がある。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で

連
携
し
た
事
業
展
開
を

　

三
島
町
で
も
、
商
店
や
飲
食
店
、

旅
館
、
温
泉
、
農
業
な
ど
様
々
な

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
別
々
に
活
動
す
る
の
で
は

な
く
連
携
し
て
行
う
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
た
め

に
は
、
遠
野
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の

よ
う
な
「
つ
な
ぐ
役
割
」
を
持
つ

組
織
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ

の
組
織
に
よ
っ
て
、
地
域
を
元
気

に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
、
よ
り
充
実
し
た
楽
し
い
活
動

が
展
開
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

「
つ
な
ぐ
役
割
」
を
持
つ
組
織

い
な
か
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま

す
。
町
が
行
う
各
種
事
業
に
つ
い

て
も
、
担
当
者
任
せ
に
せ
ず
、
行

政
組
織
と
し
て
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
も
っ
と
強
化
し
、
プ
ロ
セ
ス
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
調
査
を
き
っ
か
け

に
、
若
手
職
員
が
中
心
と
な
っ
て

定
期
的
な
話
し
合
い
の
場
を
作

り
、
各
課
の
情
報
を
共
有
す
る
と

共
に
、
地
域
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
「
三
島
町
が
大
好
き
で
す
。」
と

自
信
を
持
っ
て
言
え
る
町
を
作
る

た
め
に
、
役
場
も
変
わ
り
ま
す
。

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
地
域
の

人
々
が
集
ま
る
「
話
し
合
い
の
場
」

が
数
多
く
必
要
で
す
。
ま
た
、
そ

の
話
し
合
い
を
効
果
的
に
進
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
手
法
を
学

び
、
様
々
な
意
見
を
し
っ
か
り
と

積
み
上
げ
て
合
意
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に

役
場
も
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
役
場
内
で
も
「
話

し
合
い
の
場
」
が
足
り
な
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
役
場
内
で
十

分
な
話
し
合
い
を
し
た
上
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
意
見
を
交
わ
す
と

い
う
当
た
り
前
の
こ
と
が
で
き
て

【
提
案
】
地
域
を
元
気
に
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
た
め
に

①
地
域
の
様
々
な
活
動
を
「
つ
な
ぐ
役
割
」
を
持
つ
組
織
を
作
ろ
う
。

②
新
し
い
組
織
づ
く
り
の
た
め
の
「
話
し
合
い
の
場
」
を
数
多
く
作
ろ
う
。

③
役
場
内
で
も
「
話
し
合
い
の
場
」
を
作
り
、
プ
ロ
セ
ス
を
共
有
し
よ
う
。

「
私
は
三
島
町
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
。」

そ
う
言
え
る
町
を
み
ん
な
の
手
で
作
ろ
う

視察先で感じたことや疑問に
思ったことを、現地の方と共に
話し合った役場若手職員。

遠野市の人々は発想が豊かで楽しそうに働き、 コミュニケー

ションも取れているね。 三島町だって、 もっとたくさん話し

合って協力すれば地域を元気にできるはずだよ。 そうすれば、

もっと町が好きになり、 楽しい暮らしができるよ。

（平成17年 国勢調査）

山々に囲まれた遠野市

視
察
か
ら
帰
っ
て
き
た
若
手
職
員
の
第
一
声

「
突
然
で
す
が
、

あ
な
た
は
三
島
町
が
好
き
で
す
か
？
」

地
域
が
好
き
な
人
々
が

楽
し
く
働
く
遠
野
市

　

遠
野
市
の
視
察
調
査
で
ま
ず
考

え
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、「
自
分
は

自
信
を
持
っ
て
三
島
町
が
好
き
だ

と
言
え
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
視
察
調
査
で
は
、
観

光
施
設
や
道
の
駅
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
が
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
従

業
員
の
方
々
が
明
る
く
楽
し
そ
う

な
の
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
う
い

う
表
情
か
ら
、
自
分
の
地
域
が
好

き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
地
域
が
好
き
で
、
よ
り

よ
く
な
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
か

ら
、
仕
事
は
い
つ
で
も
真
剣
勝
負
。

道
の
駅
「
遠
野
風
の
丘
」
で
は
、

清
潔
な
ト
イ
レ
や
産
直
の
工
夫
、

わ
か
ら
な
い
と
言
わ
な
い
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
「
十
五
の

仕
掛
け
」
に
よ
り
、
お
客
様
目
線

の
営
業
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
町
職
員
は
行
政
の
プ
ロ
だ
と

い
う
こ
と
を
自
覚
し
、
も
っ
と
住

民
の
目
線
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

住
民
活
動
を
つ
な
ぐ

遠
野
市
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

遠
野
市
は
、「
遠
野
物
語
」
で
有

名
な
民
話
の
里
で
す
。
ま
た
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
Ｃ
Ｍ
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
の
ロ
ケ
地
と
な
っ

た
こ
と
で
「
日
本
の
ふ
る
さ
と
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
、
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
自
発
的
に

様
々
な
住
民
活
動
が
展
開
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動

が
つ
な
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま

れ
た
の
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遠
野
山
・

里
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」。

こ
の
組
織
は
、
地
域
の
各
種
団
体

を
つ
な
げ
る
役
割
を
担
い
、
類
似

す
る
事
業
を
連
携
さ
せ
て
効
果
を

上
げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で

す
。
ぶ
ど
う
の
房
の
よ
う
に
つ
な

が
っ
た
「
ク
ラ
ス
タ
ー
型
」
の
組
織

に
よ
り
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
下
図
）

ＮＰＯ法人 遠野山・里・暮らしネットワーク

遠野市役所 いわてグリーンツーリズムネットワーク
日本グリーンツーリズムネットワーク

（様々な住民活動）

（ 事　業 ）
資源を活かした交流と移住
地域文化の伝承と応用
生活スタイルの再興と実践

遠野ツーリズム研究会
ファーマーズ・ネット
夢を咲かせる女性の会
広報誌編集委員会
馬っこ王国クラブ
かやぶき職人グループ
伝統芸能団体
遠野エコネット
農業法人組合
遠野民泊協会
宮守ツーリズム協議会
東北まちづくり実践塾

（フィールド）
観光施設
自動車学校
体験受け入れ農家　等
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全
校
児
童
七
十
六
人

全
員
主
役
の
運
動
会

　

三
島
小
学
校
運
動
会
は
、
五
月

二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
、「
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
み
ん
な
で

い
っ
し
ょ
に
勝
利
を
目
指
せ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
二
十
二
種
目
の

様
々
な
楽
し
い
競
技
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

「
レ
ン
タ
ル
し
た
ら
家
族
で

ゴ
ー
」
で
は
、
カ
ー
ド
に
書
か
れ

た
人
や
物
を
会
場
内
か
ら
探
し
て

「
レ
ン
タ
ル
」
し
た
後
、
家
族
と

共
に
フ
ラ
フ
ー
プ
に
入
っ
て
ゴ
ー

ル
へ
と
走
り
、
来
賓
の
齋
藤
茂
樹

町
長
が
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
「
応
援
合
戦
」

で
は
、
赤
組
白
組
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
自
分
の
組
を
た
た
え
る
掛

け
声
や
替
え
歌
な
ど
で
会
場
を
沸

か
せ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
学
年

別
の
徒
競
走
、
ダ
ン
ス
「
獅
子
の

舞
」、
組
体
操
「
心
を
合
わ
せ
て
」、

「
激
闘
三
島
の
乱
」、「
紅
白
綱
引

き
」、「
大
人
の
五
種
競
技
」
な
ど
、

工
夫
さ
れ
た
様
々
な
種
目
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
七
十
六
人
。
小
さ
な

学
校
だ
か
ら
こ
そ
、
一
人
一
人
の

出
番
が
た
く
さ
ん
あ
り
全
員
が
主

役
で
す
。
児
童
の
皆
さ
ん
は
、
す

ば
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
、
ま
た
一
歩
成
長
し
た
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

1 ～ 3 年生によるダンス「獅子の舞」

波を表現した 4～ 6年生による組体操

1年生による80ｍ走

4～ 6年生による組体操「心を合わせて」

全校児童が参加した紅白綱引き

鮮やかな色のギフチョウ

幻の蝶「ギフチョウ」の羽化を観察
三島小学校

　 5月 1日、三島小学校 1～ 3年生の皆さんが、
絶滅危惧種であるギフチョウの羽化を観察しまし
た。長年、ギフチョウの研究をしている角田伊一
さん（川井）のご協力により、児童の皆さんは30℃
程に暖めた教室でギフチョウのさなぎが羽化する
様子を観察し、きれいな羽の模様を絵に描いたり、
羽化したギフチョウに名前をつけたりしました。
その後、角田さんのお話を聞き、ギフチョウはカ
タクリや芝桜の蜜を吸うことや、約 1ヶ月の短い
命であることなどを学びました。これからも、ギフ
チョウが生息する自然環境を守っていきましょう。

ギフチョウの羽化を観察する児童の皆さん

心を一つにしてがんばりました
三島小学校運動会
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題話の町広報誌に載っている写真は希望者に差し上げますのでご連絡
ください。●役場 総務課 企画財政係　℡ ４８－５５１５Topics

秦トミノさん100歳賀寿　家族が集まり誕生会
　 5月10日、秦トミノさん（大石田）が100歳の誕生日を迎え、山口靖明会津保健福祉事務所長から県
知事の賀寿の祝状と記念品が贈られました。また、齋藤茂樹町長から祝状と桐の小ダンス、社会福祉協
議会からの花束が贈られました。この日は、共に自宅で暮らす家族の方々に加え、離れて暮らす親類の
方々も集まり、100歳を祝って誕生会が行われました。
　秦トミノさんは明治41年に柳津町で生まれ、昭和11年に結婚。 6人の子どもに恵まれました。長生き
の秘訣は特になく、無我夢中で生きてきたそうです。今は週 3回デイサービスに行くことと、ひ孫をか
わいがることが楽しみだそうです。100歳になっても、元気に今の生活を楽しんでいるトミノさん。そ
れが長生きの秘訣なのかもしれません。100歳賀寿、本当におめでとうございます。

100歳を迎えた秦トミノさん（中央）とご家族の皆さん

土砂の撤去作業をする清流八年会の皆さん

住民ボランティアで土砂撤去
大石田地区の清流八年会

　 5月 7日、大石田地区のボランティア団体「清
流八年会」の皆さんが、大石田前ノ沢の道路沿い
の側溝に、冬の間にたまった土砂を撤去する作業
を行いました。清流八年会では、このボランティ
ア作業を毎年この時期に行っており、大石田の住
みよい地区づくりに貢献されています。清流八年
会の皆さん、ありがとうございました。
　その他の各地区でも、住民の皆さんによるボラ
ンティア活動など、地区づくりの情報をお寄せく
ださい。

秋には会津桐の苗木に
三島小４年生の「会津桐総合学習」

　三島小 4年生16名が、三島町特産の会津桐につ
いて学ぶ「会津桐総合学習」がスタートしました。
第 1回目は 5月15日、川井地区の畑で桐の分根の
伏せ込み作業が行われました。児童の皆さんは、
町の「会津桐ドクター」の菅家藤男さん（高清水）、
森田晋一さん（川井）、五十嵐馨さん（大谷）、五
十嵐善徳さん（会津坂下町）の指導を受けながら、
昨年秋に桐の根から切り取って土の中に埋めてお
いた分根を掘り出し、芽が出始めた分根約100本
を畑に伏せ込みました。秋には桐の苗木に生長し
ます。
　この学習は、県が実施している森林環境交付金
事業の一環として行われているもので、児童の皆
さんは定期的に桐の生長を観察していきます。

審査員の前でプレゼンを行う佐藤賢一商工会青年部長（右）

利用者を増やす取り組みを
交流センター山びこに関する意見交換会
　 5月 9日、交流センター山びこの運営に関する
意見交換会が行われ10名が参加しました。交流セ
ンター山びこは平成 7年に完成し、専従の町職員
を置いて様々な企画展示やイベントを実施し、町
の文化発信拠点となってきました。平成17年には
民間企業が指定管理者となりましたが 3ヵ月後に
辞退し、その後は利用するときのみ開館しており、
昨年度は各種イベントや葬儀など約50日の利用が
ありました。
　意見交換会では、施設の運営経費や活用方法な
どについて話し合われ、「もっと利用者を増やす
ために様々な仕掛けが必要である」などの意見が
出されました。町では、今後も交流センター山び
この有効な活用方法について、意見交換を重ねな
がら検討していきたいと考えています。

　三島町商工会青年部の皆さんは、地域の振
興・発展を目指し、交流人口を増やすことを目
的に「自然体験ツアー」を企画し、広域連携事
業として県商工会助成事業に申請しました。 5
月20日には、その審査会が福島市で行われ、事
業概要のプレゼンテーションを行いました。「自
然体験ツアー」は夏と冬に参加者を募集する予
定で、農業体験やものづくり体験、自然・文化
体験等のプログラムを企画します。商工会青年
部では、この試みを単発のイベントで終わらせ
ずに継続し、地域の方々にも協力を呼びかけ、
地域を活性化していくネットワークを目指した
いと考えています。

桐の分根を伏せ込む児童の皆さん
交流センター山びこについて意見を交わす皆さん

自然体験ツアーで交流人口増を目指す　三島町商工会青年部
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連　載

心ある医療
福島県立宮下病院からの情報コーナー

内科　　宮
みや

﨑
ざき

　未
み

来
き
　先生

　連載「心ある医療」では、毎月、福島県立宮下
病院からの情報を掲載し、町民の皆さんに親しま
れる病院を目指すと共に、地域や行政と連携した
地域医療の充実を図ります。
問 福島県立宮下病院 事務部　℡５２－２３２１

　 6月より宮下病院勤務となりました宮﨑未来と
申します。私は郡山市出身で、平成17年 3月に自
治医科大学を卒業いたしました。大学卒業後は、
福島県立医科大学附属病院や県立南会津病院、星
総合病院、あさかホスピタル、大原総合病院、古
川産婦人科医院の様々な診療科において初期臨床
研修を行ってきました。宮下病院では、内科外来
を担当するほか、エコーや内視鏡などの検査も担
当します。
　豊かな自然に囲まれたこの病院で勤務させてい
ただくことに、緊張とともに希望を膨らませてい
るところです。地域の皆様が安心して受診・検査
に臨めるよう、そして心身ともに健康に暮らして
いただくために、少しでもお役に立てれば幸いで
す。
　まだまだ未熟で至らない点もあるかと存じます
が、誠意をもって診療させていただきますので、
不安な事、気になる事がございましたら小さな事
でもかまいませんので、気軽にお話しください。

齋藤茂樹町長（日本赤十字社福島県支部大沼郡三島町分
区長）に義援金を手渡す佐久間源一郎社長

過去 8年間、中国から技術研修生を受け入れ
　佐久間建設工業㈱(早戸)は、平成8年から 8年
間にわたり、日中建設技術友好協会の主催によ
り、中国から多くの技術研修生を受け入れ、そ
の中にはこのたびの四川省大地震で大きな被害
のあった地域出身の方も多くいることから、会
社から10万円と従業員からの募金をあわせて計
113,157円を被災地に送りました。
　佐久間源一郎社長は、「一刻も早い復興を願
い、技術研修生として訪れた方々の無事を祈っ
ています。」と話しました。

遊覧船内での救命講習会を実施
早戸温泉つるの湯

　 5月12日、早戸温泉つるの湯で普通救命講習会
が行われ、従業員など 6名が受講しました。講習
会は遊覧船「つるの湯丸」の船内で行われ、会津
坂下消防署三島出張所員の指導のもと、心肺蘇生
法、AED（自動体外式除細動器）の取扱方法、異
物除去法等の応急処置を学びました。
　早戸温泉つるの湯には、県内外から年間約 6万
人の来客があります。すぐ近くの佐久間建設工業
㈱にはAEDが設置されており、急病や事故等に対
応できるよう今回の講習が実施されました。

長年にわたり鳥獣の保護に尽力
二瓶政一さんに県知事感謝状
　福島県鳥獣保護員を長年にわたり務められ
てきた二瓶政一さん（名入）に、福島県知事
より感謝状が贈られました。鳥獣保護員は、
鳥獣に関する知識や狩猟の技術・経験を有す
る方の中から福島県知事が委嘱し、鳥獣保護
区及び休猟区の維持管理や狩猟者に対する指
導、狩猟免状の検査等を行うもので、二瓶さ
んは三島町に生息する鳥獣の保護にご尽力さ
れてきました。おめでとうございました。

東北管区行政評価局長表彰
小柴ヨシノさんが受賞

　総務省から委嘱される三島町行政相談委員
を長年にわたり務められてきた小柴ヨシノさ
ん（西方）が、東北管区行政評価局長表彰を
受賞されました。 5月16日、ユラックス熱海
（郡山市）で開催された福島行政評価事務所
の行政相談委員全体会議の席上で、小柴さん
に表彰状が授与されました。小柴さんは、「こ
れからも行政の様々な問題について、皆さん
に気軽に相談していただきたいと思います。」
と話されました。おめでとうございました。

遊覧船「つるの湯丸」船内での救命講習
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みんなで健康づくり《教室・健診の予定》
問 役場 町民課 保健福祉係　℡４８－５５６５

４ヶ月児健診
6月10日（火）11：15～　坂下厚生総合病院

足腰げんき教室
○水中運動編
6月17日（火）13：00～　町民センター集合

西会津さゆり公園プール
○室内運動編
7月 3日（木）13：30～　町民センター

機能訓練会
6月25日（水）13：30～　福寿草

からだげんき運動教室
6月26日（木）13：30～　町民センター

これからの行事予定
6月 7日（土）・ 8日（日）
9：00～　第22回ふるさと会津工人まつり

（生活工芸館前）
6月11日（水）
10：00～　ワンダークラブ（三島保育所）
6月13日（金）・14日（土）
三島小学校修学旅行
6月18日（水）
献血（9：30～桐寿苑前 12：30～町民センター前）
10：00～　行政相談・県政相談（町民センター）
6月19日（木）
9：30～　特設人権相談（福寿草）
13：00～　子宮がん検診（町民センター）
6月19日（木）・20日（金）
18：30～　ビーチバレーボール大会

（三島中体育館・生涯学習センター体育館）
6月20日（金）
8：10～　一人暮らし高齢者親睦旅行（新潟県）

6月23日（月）・24日（火）
10：00～　議会定例会
7月 1日（火）
8：30～　農業委員会委員選挙告示・立候補受付

7月 6日（日）
7：00～　農業委員会委員選挙投票日
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食品への異物混入にご注意を
　最近、全国的に食品への異物混入事件が発生し
ています。 4月以降、県内でも販売された食品に
釘や針などが混入していた事件が 8件発生してい
ます。このような異物混入による健康被害を防止
するため下記の点に注意してください。
①食品の容器包装に異常なへこみや穴がないか
②キャップ等がゆるんでないか
③食べたときに異臭や異常な食感がないか
※このような食品を発見した際は、絶対に食べず、
下記までご連絡ください。
問 会津保健所 衛生推進課 食品衛生チーム
℡０２４２－２９－５５１６

ご寄付ありがとうございました
社会福祉協議会へのご寄付

ご遺志によるもの
佐　藤　幸　志　様（西方）
杉　本　典　行　様（桑原）

三島町内街頭犯罪等発生状況（ 1～ 4月）
区　　分 管　内 三島町

空き巣ねらい
忍 込 み
事 務 所 荒 し 1
出 店 荒 し
自 動 車 盗 2
オートバイ盗
自 転 車 盗 1
自販機ねらい 2
車 上 ね ら い 1
街 頭 犯 罪 計 7 0
全 刑 法 犯 29 0

　三島町では 4月中、犯罪は発生しませんでした。
管内では、農作業のために田畑に出かける際に、
自宅の鍵をかけないで出かける農家を専門に狙っ
た泥棒による被害が発生しています。長時間自宅
を留守にする場合は、十分にご注意ください。

※全刑法犯には、街頭犯罪以外（器物損壊・傷害・万
引き等）の犯罪発生件数が含まれます。

《６月の納税》
○町県民税（普通徴収） 第１期

忘れずに納めましょう

安全へ 確かなスマッシュ 保守点検
危険物安全週間　 6月 8日～ 6月14日

　危険物は、ガソリン・軽油・灯油などの燃料をは
じめ、化粧品・天ぷら油など、いろいろな形で存在
しています。危険物に対する正しい知識、正しい取
り扱いで、事故のない安全な生活を築きましょう。
ガソリンの買いだめは控えてください

問 会津坂下消防署三島出張所 ℡５２－３０３２

廃棄物処理料金審議会委員の募集
会津若松地方広域市町村圏整備組合

　会津若松地方広域市町村圏整備組合の廃棄物処
理に係る料金について、調査・審議を行う委員を
募集します。
○応募資格
満20歳以上の方（市町村議会議員、市町村職員、
廃棄物処理業に関連した会社等を経営する者又
は従業員、成年被後見人又は被保佐人を除く。）

○定　　員　 3名
○報　　酬　会議の都度、支給します。
○応募締切　 6月25日（水）
※任期や仕事の内容、応募方法等、詳しくは下記
までお問い合わせください。

問 会津若松地方広域市町村圏整備組合
環境センター管理係
℡０２４２－２７－９００４

http://www.aizu-kouiki.jp/

家庭菜園などでトマトを栽培される方へ

トマト黄化葉巻病対策に
ご協力ください

　現在、「トマト黄化葉巻病」というトマトの病
気が全国的に問題となっています。県内のトマト
の産地に感染が拡大すると、大きな被害が予想さ
れます。このため、家庭菜園などでトマトやミニ
トマトを栽培される方は、病気の拡大を防ぐため
に次のことにご協力ください。

○病気の特徴
　発病すると葉が巻き
込み、黄色くなります。
進行すると葉が小さく
なり、一見ジャガイモ
の葉のようになり、開
花しても実が付かなく
なります。

○対策
　タバココナジラミという白い小さな虫（体長
約0. 8mm）を発見したら、すぐに防除してくだ
さい。家庭菜園では、苗の定植時に「モスピラ
ン粒剤」、生育期には「モスピランスプレー」や
「園芸用でんぷんスプレー」などの農薬が有効
です。詳しくは下記までお問い合わせください。

問 会津農林事務所 会津坂下農業普及所
℡０２４２－８３－２１１２

トマト黄化葉巻病

《社会福祉協議会より》
生きがいデイサービス「サロン事業」の予定
桧原はつらつクラブ
6月17日（火）10：00～　桧原多目的集会所
滝谷和楽塾
6月19日（木）10：00～　滝谷集会所
高清水・小山いきいきサロン
6月24日（火）10：00～　高清水集会所

宮下バイパス沿いのごみを
ボランティアで回収・処理

ライト工業㈱の皆さん
　宮下バイパスの新宮
下橋付近の工事を行っ
たライト工業㈱（福島
市）の皆さんは、その
着工前に、道路沿いに
不法投棄されたごみを
回収し、その処理まで
ボランティアで行って
くださいました。本当
にありがとうございま
した。

企業の社会貢献

ボランティアでごみを回収する
ライト工業㈱の皆さん
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連載「三島人」
Vivid person

⑦
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が
大
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き
な
人
を
増
や
し
た
い

人口と世帯 ５月１日現在（住民基本台帳）
人　口　2,170人（+3） 　 ４月中の　出生 1人
（男）　 1,019人（±0） 　 人の動き　死亡 1人
（女）　 1,151人（+3） 　　　　　　 転入14人
世帯数　861世帯（±0） 　　　　　　 転出11人

発行日　平成20年６月６日
編　集　三島町役場 総務課 企画財政係

福島県大沼郡三島町大字宮下字宮下350
℡ 0241-48-5515

ホームページ　http://www.town.mishima.fukushima.jp
印　刷　株式会社アポロ

広報 6月号 №183

　町づくりで大切なのは、住民と行政の足並みをそろ
えることだと思います。自発的に地区づくりを進めて
きた早戸地区では、今後の計画について町に相談し、
町は情報提供や事務手続きなどの支援を行っていま
す。また、自然体験ツアーを企画している商工会青年
部では、役場職員に協力を呼びかけ、共に話し合う場
を作っています。ちょうど役場職員も、先進地視察調
査や日頃の業務での経験から、住民との話し合いがま
だまだ足りないと感じていたところであり、協力しな
ければという思いを強くしています。
　今まさに、本当の意味で「協働の町づくり」のスター
トラインに立っていると感じます。

「広報みしま」は環境にやさしい
大豆インクを使用しています。
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一献まじえながら自然体験ツアー企画の打合せをした三島町商工会青年部の皆さん
（前列）小松昭さん・板橋洋平さん・布川孝宏さん・栗城哲朗さん・板橋淳也さん
（後列）五十嵐真吾さん・斉藤正裕さん・佐藤賢一さん・齋藤大輔さん・菅家三吉さん・五十嵐義幸さん
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部

編集後記


